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コ ー ス：授業実践力向上コース 
 
 
 
 

近年、不登校児童生徒数が増加し続け、令和３年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」では、

小学校及び中学校で約 24.5 万人、高等学校を合わせると約 30 万人に上り過去最高となるなど、生徒指導上の喫緊の課題となっ

ていることを受け、文部科学省では令和５年３月３１日に通知を出し、「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策」

（COCOLO プラン）を取りまとめた。 
 
（問）上記「COCOLO プラン（概要）」には、以下の枠内のような「学校の風土の「見える化」」についての項目が記されている。

この「見える化」を推進するために、あなたはどのような授業や取組が構想できますか。項目 A〜F の中から 1～2 個取り上げ、

1200 字程度で説明しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

「COCOLO プラン（概要）」から抜粋（一部改変） 
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受験番号  

 ※ 

学校の風土の「見える化」 
A. 学校の風土を「見える化」(風土等を把握するためのツールを整理し、全国へ提示) 
B. 学校で過ごす時間の中で最も長い「授業」を改善（子供たちの特性に合った柔軟な学びを実現） 
C. いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応の徹底 
D. 児童生徒が主体的に参画した校則等の見直しの推進 
E. 快適で温かみのある学校環境整備 
F. 学校を、障害や国籍言語等の違いに関わらず、共生社会を学ぶ場に 
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【出題の意図】 

不登校対策について、「学校風土の『見える化』」について挙げられている A〜F

の項目から選択し、予防的対応（発達支持的生徒指導・課題未然防止教育）、課

題早期発見対応、困難課題対応的生徒指導など、生徒指導の 2軸 3類 4層構造に

基づいて、希望する学校種（小・中・高）において、どのような対応が実施でき

るか考えて記述することが求められる。 

あるいは、「学校に行きたい」という気持ちになった経験や「行きたくない」

気持ちになった経験、実習先や教育ボランティア先等の不登校児童生徒への対応

を見聞きした経験等、自身の被教育経験や指導経験からどういった取組や授業が

考えられるかについて具体的な記述があればなおよい。 

 


